
（別紙） 

【水産業共同利用施設復興促進整備事業計画の実績に関する評価様式】 

事業番号 15-1 

事業名  水産業共同利用施設復興促進整備事業（久之浜） 

事業費  ８０，０８０千円（国費５４，３１７千円） 

（内訳：実施設計・監理費４，０００千円、工事費７６，０８０千円） 

事業期間 令和４年度 

事業目的・事業地区 

・事業目的 

 久之浜魚市場では販売する場所と仲買人が魚を処理する場所が同じスペースで、お互い

に手狭となっている。これらの一連の作業を効率よく進め、さらなる水揚量の増加を図る

ために、新たに荷捌き施設の整備が必要であることから、施設整備の支援を行うもの。 

・事業地区 

 いわき市久之浜町久之浜地内 久之浜魚市場内 

 

事業結果の概要、目標の達成状況 

・事業結果概要 

 久之浜魚市場（荷捌き施設）の増設 床面積 224㎡（実施主体：いわき市漁業協同組合） 

 詳細は、別添資料のとおり 

・目標達成状況 

水揚量 令和６年/672t（令和３年/284t比 237%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業の実績に関する評価 

 

①事業成果の活用状況に関する調査・分析・評価  

 東日本大震災により、当該漁港の水産業共同利用施設（荷捌き施設）は被災し、また、福

島第一原子力発電所の事故の影響による沿岸漁業の操業自粛と風評被害によって、水産業

は甚大な被害を受けた。今回の新施設の整備は、小規模な試験操業を経て、令和３年４月

から本格操業に向けた移行期間となった水産業にとって、力強い追い風となった。 

具体的には、新たなスペースが確保されることにより、魚の販売、処理、配送など一連の

作業の効率が高まり、結果として、水揚量の増加（Ｒ３/284ｔ→Ｒ６/672ｔ）に大きく貢献

した。 

このため、漁業者をはじめ、水産加工業者、小売・飲食店などに大きな影響を与え、地域

の主力産業の回復基調が地域経済に好循環をもたらし、地域活性化が図られた。 

 

②コストに関する調査・分析・評価  

 本事業は、実施設計・監理と工事を別々の事業者と適切に契約をした。事業実施前には、

いわき市漁業協同組合や水産関係者等との事業計画等の協議を行い、設計過程においても、

状況確認を適宜行いながら、施設規模等の整備内容や事業費等の精査を重ねたことにより、

整備内容は妥当なものである。 

 施設整備後は、同組合が適切に管理運営を行っており、また、施設の活用が図られてい

る。 

 

③事業手法に関する調査・分析・評価  

 設計・工事の各段階での関係者との状況確認及び協議の内容を施設整備に反映させ、効

率性を図りながら事業を進めることができたことから、事業手法については妥当である。 

 

 

事業担当部局 

農林水産部水産振興課 電話番号：0246-22-7487 

 


